
　生物の細胞から有用な性質を持つ遺伝子を取り出し、植物などの細胞の遺伝
子に組み込み、新しい性質をもたせることを遺伝子組換えといいます。

　遺伝子組換え技術では、生産者や消費者の求める性質を効率よくもたせること
ができる点、組み込む有用な遺伝子が種を超えていろいろな生物から得られる点
が違います。例えば、味の良い品種に乾燥に強くなる遺伝子を組み込むことで、味
が良く乾燥にも強い品種ができます。
※遺伝子組換え技術が用いられる前から、「掛け合わせ」の手法によって農作物の遺伝子の
組合せを変えることにより品種改良が行われてきました。

11
遺伝子組換えとはなんですか？

遺伝子組換えとは？

従来の品種改良とどこが違うの？

全部を組み換えているの
ではなく、必要な遺伝子だ
けを入れています。

コラム 遺伝子とは？
　生物のかたちや特徴を決めているものが遺伝子で、親から子へと受け継がれて
いきます。あらゆる生物が遺伝子を持っています。遺伝子はDNA（デオキシリ
ボ核酸）という物質からできていて、タンパク質を作り出す働きをしています。
植物の花の色や形を決めているのも遺伝子の働きによるものです。
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